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会  議  録 

会 議 名 第２８期小金井市公民館企画実行委員の会議 第５回 

事 務 局 公民館貫井南分館 

開 催 日 時 令和６年１２月３日（火）午前１０時～１１時 

開 催 場 所 公民館貫井南分館学習室Ｂ 

出 席 委 員 
大木健至委員、齋藤美恵子委員、鈴木民子委員 

根岸和幸委員、持田良子委員、山下寛委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 八方浩之主査、伊藤修主事、永嶋汐美（会計年度職員） 

傍 聴 の 可 否  可 
傍聴者

数 
 なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

 

 

会 議 次 第 １ 公民館運営審議会（１１月２０日開催）の報告 

２ 各講座の報告と計画 

【報 告】 

  〇高齢者学級「けやき学級」 

【計 画】 

  ○成人学校「追いかけ梅結びの水引正月リース制作」 

  〇高齢者学級「けやき学級」準備会 

  〇市民講座「ネット依存を考える 家族を守るネットリ

テラシー」 

４ その他 

 

 次回の日程 令和７年１月７日（火）午前１０時～ 

                     学習室Ｂ 
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審議経過（主な発言要旨等） 

 

１ 公民館運営審議会（１０月２０日開催）の報告 

 【１０月２日開催分】 

 ⑴ 第９回・第１０回公民館運営審議会の議事録の承認について 

   事前に事務局より送付された会議録について、各委員から承認された。 

 ⑵ 報告事項 

①東京都公民館連絡協議会 委員部会研修会の報告について 

   ②関東甲信越静公民館研究大会 新潟大会の報告について 

 それぞれの参加者から資料を基に報告があった。 

③公民館事業の報告について 

 貫井南分館からは、成人学校「今日からはじめる いきいき腸活講座」を提

出。講座の内容について、八方分館長から説明があり報告に対する質疑なし。 

⑶ 協議事項 

   公民館有料化について 

    各委員から出された意見を団体ごと（講師あり、講師なし、社会教育関係団

体）に有料、無料（減免）に分類し、渡邊館長から説明があった。 

    その後、資料（公民館活動に団体における事例検討）について、各委員から

次の意見が出された。 

   ・免除は申請が妥当ではないか？という意見について。他市の事例でもあると

いうことか？ 

⇒本市の状況を考えたときに、団体の主体性を考慮したときに自分達の活動を

踏まえて主体的に考えて欲しいと考えた。活動の状況を公民館が知る機会となる

と考えた。 

・原則、有料、例外として免除という考え方。減額と免除なんて望んでいない。

まずは線引きを明らかにするべき。 

・スケジュールはどうか？第 10 回を臨時で実施した。 

・早期に決断をする必要がある。 

・ある程度、時間割を決めて欲しい。 

 ⑷ 審議事項 

①公民館事業の計画について 

   貫井南分館から提出のものはなし。 

⑸ その他 

 



 

 3  

２ 各講座の報告と計画について 

【報告】 

〇高齢者学級「けやき学級」 

今年度の出席率は８０パーセントほど、途中で講座中止者は発生しなかった。 

体験型の講座が好ましいという意見が多かった。 

アンケートは、前半に個人アンケート、後半は班ごとのアンケートを行っている

が、来年度はどちらも個人アンケートを取ることを考えている。 

運営費の残金を今年度も小金井市社会福祉協議会へ寄付を行った。 

 ※企画実行委員から意見として 

高齢者学級は仲間づくりの部分が項目としてあるので、机の配置などを考え、も

っと人と話しやすい状態にした方がいい。 

 

【計画】 

〇成人学校「追いかけ梅結びの水引正月リース制作」 

１１月２２日に抽選を行った、１２月７日実施予定。 

〇高齢者学級「けやき学級」準備会 

講座の実施について隔週月に２～３回 全１６回を予定している。 

 〇市民講座「ネット依存を考える 家族を守るネットリテラシー」 

  山下さん、斎藤さんが担当 

 

３ その他 

〇けやき学級について 

前回、企画実行委員の皆さんに提案いただいた案について、来年度へ調整を行っ

ている。 

〇今年度内に決定した講座 

成人学校 

３月１日 ドローン体験講座 

３月５日 「畳」講話とコースター作り 

 

市民講座  

３月の水曜日で調整中 「葬儀・終活講座」 

音楽鑑賞のつどい 

スプリングコンサート ３月１６日（日）午後１時３０分～３時まで 

「琉球沖縄舞踊」 


